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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザが理解しやすいコンテンツ選択画面を有
するコンテンツ表示装置を提供する。
【解決手段】コンテンツ表示装置は、サムネイル画像１
２を棚面１１に複数個配置した書棚オブジェクト１０の
一部を画面２０に表示させる書籍一覧表示処理部と、画
面２０に表示させる書棚オブジェクト１０の表示部分を
変更させる回転処理部およびスクロール処理部とを備え
ている。表示されている棚面１１の縦方向における別の
位置の表示を指示する第２の入力操作が入力操作部に対
して行われた場合に、スクロール処理部は、表示されて
いる棚面１１の縦方向へのスクロール移動を表示させる
。表示されている棚面１１とは別の棚面１１の表示を指
示する第１の入力操作が入力操作部に対して行われた場
合に、回転処理部は、書棚オブジェクト１０の中心軸を
回転軸とした書棚オブジェクト１０の回転を表示させる
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面と、
　コンテンツを表す画像を多角柱の各側面に複数個配置した仮想３次元オブジェクトの一
部を上記画面上に表示させる表示処理手段と、
　入力部と、
　表示されている上記側面とは別の上記側面の表示を指示する第１の入力操作が上記入力
部に対して行われた場合に、上記表示処理手段を制御して上記多角柱の中心軸を回転軸と
した上記仮想３次元オブジェクトの回転を表示させるとともに回転の結果表示されること
になる上記側面を表示させるための処理を実行する回転処理手段と、
　表示されている上記側面の、上記中心軸と平行な方向における別の位置の表示を指示す
る第２の入力操作が上記入力部に対して行われた場合に、上記表示処理手段を制御して表
示されている上記側面の上記方向へのスクロール移動を表示させるとともに移動の結果表
示されることになる部分を表示させるための処理を実行するスクロール移動処理手段と、
を備えており、
　上記表示処理手段は、上記第２の入力操作に応じて上記画像の一部を上記画面上に表示
する場合は、上記画像の全部を表示する場合よりも上記画像の不透明度を小さくすること
を特徴とするコンテンツ表示装置。
【請求項２】
　上記表示処理手段は、上記第２の入力操作に応じて上記画像の一部を上記画面上に表示
する場合は、当該画像の表示されている部分の割合に応じて、当該画像の不透明度を変化
させることを特徴とする請求項１に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項３】
　上記表示処理手段は、上記画像の表示されている部分の割合が小さくなるにつれて、当
該画像の不透明度を小さくすることを特徴とする請求項２に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項４】
　上記表示処理手段は、上記画像の表示されている部分の割合が大きくなるにつれて、当
該画像の不透明度を大きくすることを特徴とする請求項２に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項５】
　上記表示処理手段は、
　　少なくとも１つの上記側面および少なくとも１つの上記画像の不透明度を低減させ、
表示されている上記側面以外の上記側面および該側面に配置された上記画像も表示させ、
　　上記多角柱の回転の角度に応じて、少なくとも１つの上記側面および少なくとも１つ
の上記画像の不透明度を変化させることを特徴とする請求項１に記載のコンテンツ表示装
置。
【請求項６】
　上記入力部は、上記画面と重畳して設けられているタッチパネルであり、
　上記回転処理手段は、上記タッチパネル上での上記第１の入力操作の速度に応じて、回
転後に表示させる上記側面を決定することを特徴とする請求項１～５の何れか１項に記載
のコンテンツ表示装置。
【請求項７】
　上記入力部は、上記画面と重畳して設けられているタッチパネルであり、
　上記スクロール移動処理手段は、上記タッチパネル上での上記第２の入力操作の速度に
基づいて、スクロール移動後の表示部分を決定することを特徴とする請求項１～６の何れ
か１項に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項８】
　上記側面毎に上記コンテンツのカテゴリが規定されており、上記側面のそれぞれに配置
される上記各画像は、それぞれの上記側面に規定された該カテゴリに属する上記コンテン
ツの上記画像であることを特徴とする請求項１～７の何れか１項に記載のコンテンツ表示
装置。
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【請求項９】
　上記側面の少なくとも１つには棚が設けられており、
　上記表示処理手段は、
　　上記棚が設けられた上記側面における上記各画像を上記棚の上に置かれているように
表示させ、
　　上記画面内での上記棚の表示位置に応じて、上記棚の表示角度を変化させることを特
徴とする請求項１～８の何れか１項に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項１０】
　上記第１の入力操作は表示すべき上記側面を選択するものであり、上記回転処理手段は
、上記第１の入力操作による上記タッチパネル上での選択操作に基づいて、上記多角柱を
回転表示させて、選択された上記側面を表示させることを特徴とする請求項６または７に
記載のコンテンツ表示装置。
【請求項１１】
　上記コンテンツは電子書籍であり、上記画像は該電子書籍のサムネイル画像であること
を特徴とする請求項１～１０の何れか１項に記載のコンテンツ表示装置。
【請求項１２】
　多角柱である仮想３次元オブジェクトの一部を、入力部を備えたコンテンツ表示装置の
画面上に表示するコンテンツ表示方法であって、
　上記多角柱の各側面には、コンテンツを表す画像が複数個配置されており、
　上記画面上に表示する上記仮想３次元オブジェクトの表示部分を変更する変更処理工程
を含み、
　上記変更処理工程では、
　　表示されている上記側面とは別の上記側面の表示を指示する第１の入力操作が上記入
力部に対して行われた場合に、上記多角柱の中心軸を回転軸とした上記仮想３次元オブジ
ェクトの回転を表示するとともに回転の結果表示されることになる上記側面を表示するた
めの処理を実行し、
　　表示されている上記側面の上記中心軸と平行な方向における別の位置の表示を指示す
る第２の入力操作が上記入力部に対して行われた場合に、表示されている上記側面の上記
方向へのスクロール移動を表示するとともに移動の結果表示されることになる部分を表示
するための処理を実行し、
　　上記第２の入力操作に応じて上記画像の一部を上記画面上に表示する場合は、上記画
像の全部を表示する場合よりも上記画像の不透明度を小さくすることを特徴とするコンテ
ンツ表示方法。
【請求項１３】
　請求項１～１１の何れか１項に記載のコンテンツ表示装置を動作させるプログラムであ
って、コンピュータを上記表示処理手段、上記回転処理手段および上記スクロール移動処
理手段として機能させるためのプログラム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のプログラムを記録しているコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンテンツ表示装置、コンテンツ表示方法、プログラム、および記録媒体に
関し、詳細にはコンテンツに対応するサムネイル画像を表示するコンテンツ表示装置、コ
ンテンツ表示方法、およびそのためのプログラムならびにこれを記録した記録媒体に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のサムネイル画像を並べて表示するブラウザ機能を搭載した端末が知られて
いる。これらの多くは、２次元平面上に複数のサムネイル画像を並べて表示するものであ
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る。しかしながら画面サイズによる制限から、１画面内に表示できるサムネイル画像の枚
数には制限がある。
【０００３】
　そこで、３次元立体の側面に画像を貼り付け、この立体を回転表示させる方法が提案さ
れている（特許文献１参照）。また、複数の画像をユーザにとって視覚的に見易く提示す
るために、提示方法に応じて３次元オブジェクトの３次元形状を切り替える方法が提案さ
れている（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２８８６９０号公報（２００２年１０月４日公開）
【特許文献２】特開２００６－３３８５９９号公報（２００６年１２月１４日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら特許文献１における方法では、側面に貼り付けられる画像は一つである。
そのため、目的の画像が得られるまで立体を回転させる必要があり、画像の数が大量にな
ると不便である。また、特許文献２における方法では、立方体の面に複数の画像が貼り付
けられているものの、立方体は３６０のあらゆる方向へ回転が可能であるため、操作にな
れていないユーザにとっては使いづらいものである。
【０００６】
　そこで、本発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、ユーザにと
って操作し易いユーザインターフェイスを有するコンテンツ表示装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るコンテンツ表示装置は、上記課題を解決するために、画面と、コンテンツ
を表す画像を多角柱の各側面に複数個配置した仮想３次元オブジェクトの一部を上記画面
上に表示させる表示処理手段と、入力部と、表示されている上記側面とは別の上記側面の
表示を指示する第１の入力操作が上記入力部に対して行われた場合に、上記表示処理手段
を制御して、上記多角柱の中心軸を回転軸とした上記仮想３次元オブジェクトの回転を表
示させるとともに回転の結果表示されることになる上記側面を表示させるための処理を実
行する回転処理手段と、表示されている上記側面の、上記中心軸と平行な方向における別
の位置の表示を指示する第２の入力操作が上記入力部に対して行われた場合に、上記表示
処理手段を制御して、表示されている上記側面の上記方向へのスクロール移動を表示させ
るとともに移動の結果表示されることになる部分を表示させるための処理を実行するスク
ロール移動処理手段と、を備えている構成である。
【０００８】
　上記構成によれば、コンテンツ表示装置は、多角柱の仮想３次元オブジェクトおよびそ
の各側面に配置された各画像を画面に表示する。入力部に対しては、第１の入力操作また
は第２の入力操作がなされる。第１の入力操作は、画面に仮想３次元オブジェクトのある
側面が表示されているときに、表示されている側面とは別の側面を表示させるための入力
操作である。第２の入力操作は、画面に仮想３次元オブジェクトのある側面が表示されて
いるときに、多角柱の中心軸と平行な方向における同一側面内の別の位置を表示させるた
めの入力操作である。なお、本明細書において多角柱の中心軸とは、多角柱の底面の重心
を通る、多角柱の底面と直交する軸のことを意図している。以下、本明細書では、この方
向のことを縦方向という。
【０００９】
　第１の入力操作がなされた場合には、多角柱の中心軸を回転軸とした仮想３次元オブジ
ェクトの回転を表示させる処理がなされる。その結果、画面には、仮想３次元オブジェク
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トが回転する様子が表示される。また、回転の結果表示されることになる側面を表示させ
るための処理がなされる。その結果、画面には、もともと表示されていた側面とは別の側
面が表示される。したがって、各側面に画像が配置されており、ある側面の画像が表示さ
れていたときに、第１の入力操作によって、別の側面にある画像を表示できるようになる
。
【００１０】
　また、第２の入力操作がなされた場合には、そのときに表示されている側面の縦方向へ
のスクロール移動を表示させる処理がなされる。その結果、画面には、表示されている側
面が縦方向へスクロール移動する様子が表示される。また、スクロール移動の結果表示さ
れることになる部分を表示させるための処理がなされる。その結果、画面には、もともと
表示されていた側面と同一の側面内であって、もともと表示されていた部分とは別の部分
が表示される。したがって、ある側面に大量の画像が配置されており、その一部のみが画
面上に表示されていたときに、第２の入力操作によって、同一の側面内にあるものの表示
されていなかった画像を表示できるようになる。
【００１１】
　以上により、多くの画像を仮想３次元オブジェクトに配置して管理しても、この仮想３
次元オブジェクトを画面内の仮想空間で回転させたり、その側面を縦方向へスクロール移
動させたりすることによって、目的の画像を画面上に表示させることができる。
【００１２】
　また、多角柱のオブジェクトを回転させたり、そのある側面について眺める箇所を縦方
向に変化させたりする行為は、本屋などに置かれている回転式書棚における動作が連想さ
れる。そのため、コンテンツ表示装置に初めて接する人や、機器の操作に不慣れな人であ
っても、操作方法を容易に理解することができる。
【００１３】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置において、上記スクロール移動処理手段は、上
記側面の上記方向における表示位置を、上記側面毎に独立に制御していることが好ましい
。
【００１４】
　縦方向における表示位置を側面毎に独立に制御することにより、ある側面に対して第２
の入力操作がなされた場合に、その側面についてのみ、縦方向における表示位置を変更さ
せることができる。したがって、他の側面については縦方向における表示位置は変更され
ていないため、その後第１の入力操作によって他の側面を画面に表示させた場合に、縦方
向の表示位置については影響を受けることなく、前回表示されていた縦方向位置が表示さ
れる。そのため、他の側面に移動したときに、再度スクロール移動させて元の表示位置に
戻すといった手間が生じるのを防ぐことができる。
【００１５】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置では、上記側面毎に上記コンテンツのカテゴリ
が規定されており、上記側面のそれぞれに配置される上記各画像は、それぞれの上記側面
に規定された該カテゴリに属する上記コンテンツの上記画像であることが好ましい。
【００１６】
　上記構成によれば、各側面には、側面毎に共通のカテゴリに分類されるコンテンツが含
まれている。そのため、コンテンツの管理がし易くなるとともに、目的のコンテンツの探
索がより容易となる。
【００１７】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置では、上記側面の少なくとも１つには棚が設け
られており、上記表示処理手段は、上記棚が設けられた上記側面における上記各画像を上
記棚の上に置かれているように表示させ、上記画面内での上記棚の表示位置に応じて、上
記棚の表示角度を変化させることが好ましい。
【００１８】
　上記構成によれば、画面上に側面の一部のみが表示されている場合であっても、ユーザ
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は、３次元オブジェクトを眺めていると直感的に認識することができる。
【００１９】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置において、上記表示処理手段は、少なくとも１
つの上記側面および少なくとも１つの上記画像の不透明度を低減させ、表示されている上
記側面以外の上記側面および該側面に配置された上記画像も表示させることが好ましい。
【００２０】
　上記構成によれば、ユーザは、他の側面に配置された画像を認識できるようになる。さ
らに、ユーザは、３次元オブジェクトを眺めていると直感的に認識することができる。
【００２１】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置において、上記表示処理手段は、上記多角柱の
回転の角度に応じて、上記少なくとも１つの側面の不透明度を変化させることが好ましい
。
【００２２】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置において、上記入力部は、上記画面と重畳して
設けられているタッチパネルであることが好ましい。
【００２３】
　上記構成によれば、３次元オブジェクトを直接操作している感覚が得られ、直感的に操
作を行える。そのため、コンテンツ表示装置を初めて操作するユーザや、機器の操作に不
慣れなユーザにとっても困難なく操作を行うことができるようになる。
【００２４】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置において、上記回転処理手段は、上記タッチパ
ネル上での上記第１の入力操作の速度に応じて、回転後に表示させる上記側面を決定する
ことが好ましい。
【００２５】
　上記構成によれば、タッチパネル上における第１の入力操作の速度を変更することによ
って、回転させる角度を変更させることができる。そのため、１回の入力操作でも、その
速度によって、隣接する側面を表示させたり、さらにその隣の側面を表示させたりするこ
とができる。
【００２６】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置において、上記スクロール移動処理手段は、上
記タッチパネル上での上記第２の入力操作の速度に基づいて、スクロール移動後の表示部
分を決定することが好ましい。
【００２７】
　上記構成によれば、タッチパネル上における第２の入力操作の速度を変更することによ
って、スクロール移動させる距離を変更させることができる。そのため、１回の入力操作
でも、その速度によって、画像の列にして１列分移動させたり、２列分移動させたり、そ
れ以上移動させたりすることができる。
【００２８】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置において、上記第１の入力操作は表示すべき上
記側面を選択するものであり、上記回転処理手段は、上記第１の入力操作による上記タッ
チパネル上での選択操作に基づいて、上記多角柱を回転表示させて、選択された上記側面
を表示させることが好ましい。
【００２９】
　上記構成によれば、１回の入力操作によって目的の側面を表示させることができるため
、目的の側面にすばやく表示を切り替えることができる。
【００３０】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置において、上記側面の少なくとも１つは、上記
画像が上記方向に沿って一列に配置されており、上記画像が上記方向に沿って一列に配置
されている上記側面が上記画面に表示されている状態において、上記タッチパネル上で、
上記画像の１つを起点として、該画像を上記画面上で上方向に移動させる入力操作を行う
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ことにより、該画像が表しているコンテンツと関連するコンテンツを表す上記画像の一覧
を上記画面に表示することが好ましい。
【００３１】
　上記構成によれば、あるコンテンツに対応する画像が置かれたところの蓋を開けて、中
からそのコンテンツに関連するコンテンツを取り出して一覧として眺める動作に似ている
。例えば、マガジンラックの蓋を開けて、その中から格納されているバックナンバーの全
体を取り出して一覧として眺める動作に似ている。したがって、ユーザにとって操作が分
かり易くなる。
【００３２】
　また、本発明に係るコンテンツ表示装置において、上記コンテンツは電子書籍であり、
上記画像は該電子書籍のサムネイル画像であり得る。
【００３３】
　本発明に係るコンテンツ表示方法は、上記課題を解決するために、多角柱である仮想３
次元オブジェクトの一部を、入力部を備えたコンテンツ表示装置の画面上に表示するコン
テンツ表示方法であって、上記多角柱の各側面には、コンテンツを表す画像が複数個配置
されており、上記画面上に表示する上記仮想３次元オブジェクトの表示部分を変更する変
更処理工程を含み、上記変更処理工程では、表示されている上記側面とは別の上記側面の
表示を指示する第１の入力操作が上記入力部に対して行われた場合に、上記多角柱の中心
軸を回転軸とした上記仮想３次元オブジェクトの回転を表示するとともに回転の結果表示
されることになる上記側面を表示するための処理を実行し、表示されている上記側面の上
記中心軸と平行な方向における別の位置の表示を指示する第２の入力操作が上記入力部に
対して行われた場合に、表示されている上記側面の上記方向へのスクロール移動を表示す
るとともに移動の結果表示されることになる部分を表示するための処理を実行する構成を
有している。
【００３４】
　上記構成によれば、本発明に係るコンテンツ表示装置と同様の効果を得ることができる
。
【００３５】
　また、上述のコンテンツ表示装置を動作させるプログラムであって、コンピュータを上
記表示処理手段、上記回転処理手段および上記スクロール移動処理手段として機能させる
ためのプログラム、およびこのプログラムを記録しているコンピュータ読み取り可能な記
録媒体も、本発明の範疇に入る。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明のコンテンツ表示装置は、仮想３次元オブジェクトの一部を画面上に表示させ、
第１の入力操作が行われた場合に仮想３次元オブジェクトを回転させ、第２の入力操作が
行われた場合に仮想３次元オブジェクトの側面を縦方向に移動させる。これにより、コン
テンツ表示装置においては、目的のコンテンツに対応する画像を探すときの操作が、現実
の回転式書棚における作業に類似したものとなり、ユーザにとって理解し易く、使い勝手
に優れたものとなる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本実施形態における書棚オブジェクトおよびコンテンツ表示装置における表示画
面の一例を示した図である。
【図２】本実施形態における書棚オブジェクトのある棚面を表示した表示画面の一例を示
した図である。
【図３】本実施形態における書棚オブジェクトの別の棚面を表示した表示画面の一例を示
した図である。
【図４】図３に示した表示画面を操作したときに表れる表示画面を示した図である。（ａ
）はマガジンラックを開けるときの表示内容を示した図であり、（ｂ）はマガジンラック
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を閉じるときの表示内容を示した図である。
【図５】図３に示した表示画面を操作した後に表れる表示画面を示した図である。
【図６】本実施形態における回転操作を行ったときの表示画面の遷移を説明するための、
書棚オブジェクトの展開図の一部を示す図である。
【図７】本実施形態におけるスクロール移動操作を行ったときの表示画面の遷移を説明す
るための、書棚オブジェクトの展開図の一部を示す図である。
【図８】本実施形態における回転操作を行ったときの棚面およびサムネイル画像の半透明
化を説明するための書棚オブジェクトを示す図である。
【図９】本実施形態におけるスクロール移動操作を行ったときのサムネイル画像の半透明
化を説明するための表示画面を示す図である。
【図１０】本実施形態における画面表示の拡大および縮小を説明するための表示画面を示
す図である。
【図１１】本実施形態における画面表示の拡大および縮小を説明するための別の表示画面
を示す図である。
【図１２】本実施形態のコンテンツ表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１３】コンピュータを用いて実現された本実施形態のコンテンツ表示装置のハードウ
ェア構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　本発明に係るコンテンツ表示装置の一実施形態について、図１～図１３に基づいて説明
すれば以下の通りである。
【００３９】
　（コンテンツ表示装置）
　本実施の形態においてコンテンツ表示装置は、仮想三次元空間内に置かれた、４つの棚
面を持つ直方体の書棚オブジェクトの一部を、画面表示することができる構成を有してい
る。書棚オブジェクトの各棚面には、複数の電子書籍（コンテンツ）のサムネイル画像が
グリッド状に配置されている。ユーザがその中から読みたい書籍に対応するサムネイル画
像を、タッチパネルを搭載する表示画面上でタップ操作などによって選択することにより
、その電子書籍の中身が画面表示され、電子書籍の閲覧が可能になる。コンテンツ表示装
置の具体的構成については後述する。
【００４０】
　（書棚オブジェクト）
　まず、表示画面に表示される書棚オブジェクト（３次元オブジェクト）について説明す
る。
【００４１】
　図１は、４つの棚面を持つ直方体の書棚オブジェクトおよびその一部を表示したコンテ
ンツ表示装置の画面を示す図である。図中右側が書棚オブジェクト１０を表しており、図
中左側が書棚オブジェクト１０の一部を表示したコンテンツ表示装置の画面２０を表して
いる。図１中、破線枠で示した領域１４が、書棚オブジェクト１０のうち実際に画面２０
に表示される領域である。
【００４２】
　図１に示されるように、書棚オブジェクト１０は、４つの棚面１１を有する形態である
。各棚面には複数の棚が設けられており、各棚上には、複数の電子書籍（コンテンツ）の
サムネイル画像１２が棚上に置かれるようにして表示されている。ユーザはその中のサム
ネイル画像に対して表示画面上でタップ操作などの選択操作を行うことにより、選択した
サムネイル画像に対応する電子書籍の閲覧が可能になる。４つの棚面１１には互いに異な
るカテゴリが規定されており、各棚面には、その棚面に規定されたカテゴリに属する電子
書籍のサムネイル画像１２が並べられる。規定されるカテゴリに制限はないが、本実施の
形態では、カテゴリを「未読／おすすめ」、「最近読んだ本」、「お気に入り」および「
定期購読」の４つに分類し、４つの棚面１１のカテゴリを規定している。本実施の形態で
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は、書棚オブジェクト１０は４つの棚面によって構成されているが、これに限定されるも
のではない。カテゴリの数に応じて、より多くの棚面を設けてもよい。
【００４３】
　棚面１１に設けられる棚１３の数、および各棚１３上に表示できるサムネイル画像１２
の数に制限はなく、コンテンツ表示装置の性能に応じて製造者が適宜設定すればよい。本
実施の形態では、標準時には、そのうちの連続する５個の棚１３を表示している。各棚１
３上には４つのサムネイル画像１２を表示することができる。
【００４４】
　各棚１３上に表示させるサムネイル画像１２、すなわち、棚面１１に並べる電子書籍は
、ユーザの操作によって適宜変更が可能である。
【００４５】
　（書棚オブジェクトの表示）
　次に、コンテンツ表示装置の画面２０における書棚オブジェクト１０の表示方法につい
て説明する。
【００４６】
　書棚オブジェクト１０の表示方法として、標準モードおよびアクティブモードの２種類
の表示方法が規定されている。標準モードおよびアクティブモードいずれの場合も、書棚
オブジェクト１０の中心軸Ｘと直交する方向に仮想の視点をおいて、そこから眺めた状態
を表示するものである。本明細書では、この視点に対して面している面を正面という。し
たがって、コンテンツ表示装置の画面２０には、書棚オブジェクト１０の正面の部分が表
示されることになる。詳しくは後述するが、本実施の形態では、画面２０に表示させる書
棚オブジェクト１０内の表示領域を変更させる場合に、視点の位置を中心軸Ｘと平行な方
向に移動させたり中心軸Ｘを中心として回転させたりするのではなく、視点の位置はその
ままで、書棚オブジェクト１０を回転させたり、書棚オブジェクト１０の棚面１１を移動
させたりする。これにより、仮想の視点から見える領域を変更し、画面２０に表示される
領域１４の位置が変更されることになる。他の実施の形態として、中心軸Ｘを中心として
、視点を書棚オブジェクト１０の周りで回転させることにより、画面２０に表示させる書
棚オブジェクト１０内の表示領域を変更させることも可能である。ただしこの場合でも、
視点の位置を中心軸Ｘと平行な方向には移動させない。また、書棚オブジェクト１０をよ
り遠方から眺めるために、視点の位置を書棚オブジェクト１０から引き離す処理を実行し
たり、視点の位置はそのままで書棚オブジェクト１０を視点から引き離す処理を実行した
りすることができる。これにより、書棚オブジェクト１０のうち画面２０に表示される範
囲を変更することができる。さらに、視点の位置はそのままで視点の画角を変更すること
によって、書棚オブジェクト１０のうち画面２０に表示される範囲の大きさを変更するこ
とができる。
【００４７】
　標準モードは、操作していないときには、正面の棚面１１のみを表示して、表示された
棚面１１に隣接する棚面１１を表示させないモードである。書棚オブジェクト１０に対し
て操作を行っていないときは、書棚オブジェクト１０の構成としては棚１３およびサムネ
イル画像１２のみが画面２０に表示されている。
【００４８】
　一方、アクティブモードは、操作していないときに、正面の棚面１１およびこれに隣接
する棚面１１も含めて表示するモードであり、標準モードよりも遠くから書棚オブジェク
ト１０を眺めた状態に近似される。なお、隣接する両棚面１１を表示する以外にも、次の
棚面１１だけを表示するものであってもよい。アクティブモードでは、正面にある棚面１
１に隣接する左右の棚面１１およびその棚面１１上にあるサムネイル画像を表示させるた
めに、各棚面１１の不透明度を下げている。アクティブモードにおいては、書棚オブジェ
クト１０が仮想三次元空間内に置かれた直方体であることを、ユーザはより直感的に認識
することができる。なお、本明細書では、不透明度が１００％および０％以外の状態のと
きを「半透明」という。本実施の形態では、正面にある面に背向している面は非表示とし
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ているが、不透明度を小さくして（透明度を大きくして）表示してもよい。
【００４９】
　標準モードとアクティブモードとの切替えは、ユーザの入力操作によって行うことがで
きる。
【００５０】
　以下、標準モード時における表示画面について説明する。
【００５１】
　図２は、標準モードにおける画面２０の表示内容を示した図である。
【００５２】
　図２に示すように、画面２０には、棚１３上に各サムネイル画像１２が置かれているよ
うに棚１３および書籍のサムネイル画像１２が表示されている。画面２０の上部には、書
棚オブジェクト１０の各棚面１１のカテゴリを示すインジケータが設けられており、この
インジケータの表示方法を変化（点灯、反転表示など）させることによって、現在どのカ
テゴリの棚面１１が表示されているかが分かるようになっている。例えば、図２では、「
未読・おすすめ」のインジケータが点灯しており、「未読・おすすめ」の棚面１１が選択
されて表示されている状態を表している。なお、このインジケータは、後述する棚面選択
ボタン１７を兼ねている。さらに画面２０の下部には、コンテンツ表示装置の各機能を実
行するための操作入力ボタン１８が表示されている。画面２０の最上部にあるステータス
表示部分２１には、日時、電池残量表示、ネットワークの受信状態および本体の設定状態
を表示する。後述するスクロール操作が行われたときにはスクロールバーが表示されるが
、一定時間経過後にスクロールバーが非表示となるように構成されている。本実施の形態
において、新たにおすすめの書籍が配信されてきた場合には、インジケータの「未読・お
すすめ」に吹き出しアイコンを表示するようにしている。
【００５３】
　なお、本実施の形態では、図１に示すように、画面２０に表示される領域１４がサムネ
イル画像１２の途中で切れてしまう場合には、そのサムネイル画像１２に関しては画面２
０に表示しないものとしている。従って表示画面においては、いずれのサムネイル画像１
２もその全体が表示されている状態となる。しかしながら、これに限定されるものではな
く、例えば、後述する回転処理およびスクロール移動処理後に一旦表示し、一定時間経過
後に透明にして非表示としてもよい。あるいは、非表示とするのではなく、半透明表示と
するものであってもよい。その際、透明度（不透明度）は、サムネイル画像１２における
画面２０から外れている領域と画面２０に表示されている領域との比率に比例したものと
することが可能である。さらには、回転処理およびスクロール移動処理後に一旦表示し、
一定時間経過後に、上記比率に基づき半透明表示することも可能である。
【００５４】
　標準モードでは、正面の棚面１１をやや上方から見下ろして眺めた状態の表示となって
いる。そのため、図２に示すように、棚面１１に設けられている棚１３の上面が画面２０
に表示されている。また、正面の棚面１１をやや上方から見下ろした場合、より下側にあ
る棚１３の方が、その上面がよく見えるため、画面２０に表示される棚１３の上面の大き
さが、棚１３の位置が画面２０の下方にくるにつれ大きくなっている。また、各サムネイ
ル画像１２は棚１３によって隠されないため、上から見下ろしたほうが、目的のサムネイ
ル画像１２を見つけやすくなっている。
【００５５】
　図２では、棚面１１の縦方向および横方向にサムネイル画像１２を配列させている状態
を示している。これは、本実施形態では、カテゴリが「未読／おすすめ」、「最近読んだ
本」および「お気に入り」に対応する棚面を表示する場合の表示方法である。
【００５６】
　次に図３および図５を参照して、カテゴリが「定期購読」である棚面１１の表示方法を
説明する。
【００５７】
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　図３は、標準モードにおいて、カテゴリが「定期購読」である棚面１１を表示している
画面２０の表示状態を示す図である。定期購読の棚面１１は、週刊誌や月刊誌などの定期
刊行物をバックナンバーを含めて管理している棚面である。定期購読棚である棚面１１は
、定期購読配信により配信された書籍を閲覧するために、配信される購読誌単位に自動的
にマガジンラックに分類する。図３に示すように定期購読の棚面１１では、図２に示す場
合と異なり、サムネイル画像１２が棚面１１左側に縦方向に一列に並べられている。これ
らは、それぞれ、定期購読している各書籍の最新号のサムネイル画像であり、マガジンラ
ックにその最新号が置かれているような画像である。すなわち、現実の書棚において書籍
のマガジンラックが縦方向に並んでいる状態に似ている。サムネイル画像１２の横には、
書籍のシリーズ名、タイトル名、出版社、最新号の号数および解説など、定期購読してい
る書籍の情報１５がテキスト表示されている。さらにその横には、その雑誌のバックナン
バーを表示させるための選択ボタン１６が設けられている構成となっている。雑誌のバッ
クナンバーを表示させるには、選択ボタン１６を選択操作する場合のほか、書籍（表紙の
サムネイル画像）が置かれたマガジンラックの画像を起点として、画面２０の上方向に向
かってフリック操作またはドラッグ操作することによっても可能である。ここで、フリッ
ク操作とは、ユーザの指をタッチパネルに接触させた後に、そのまま任意の方向に素早く
弾くようにする動作による操作である。またドラッグ操作とは、ユーザの指をタッチパネ
ルに接触させたままその指を任意の方向に移動させる動作による操作である。
【００５８】
　図４（ａ）は、フリック操作またはドラッグ操作によって、マガジンラックを開けるよ
うにしてバックナンバーを一覧表示させるとき、図４（ｂ）は、フリック操作またはドラ
ッグ操作によって、マガジンラックを閉じるようにして各最新号の一覧表示に戻るときの
アニメーションを示す図である。タッチパネル上で選択したマガジンラックの画像に触れ
て画面２０の上方向にフリック操作またはドラッグ操作することにより、図４（ａ）に示
すように、選択されたマガジンラック（図４（ａ）および図４（ｂ）中、「Ｃ」で示す）
の段が画面２０の上方に移動しつつ、マガジンラックＣの蓋が開くようなアニメーション
が表示されるとともに、他のマガジンラックＡ、Ｂ、ＤおよびＥの段が上下スクロールし
て画面外に消えていく。そして、マガジンラックＣ内のバックナンバーのサムネイル画像
が順次出てきてマガジンラックＣの段の下に整列し、バックナンバーが一覧表示される（
図５参照）。一方、バックナンバーが表示されている状態で、表示されているマガジンラ
ックＣをタッチパネル上で画面２０の下方向にフリック操作またはドラッグ操作すること
により、図４（ｂ）に示すように、選択されたマガジンラックＣの段が元にあった位置と
なるように移動しつつ、マガジンラックＣの蓋が閉じるようなアニメーションが表示され
るとともに、他のマガジンラックＡ、Ｂ、ＤおよびＥの段が上下スクロールして画面外か
ら移動してくる。
【００５９】
　マガジンラックの画像を起点とした上下方向へのフリック操作またはドラッグ操作によ
るバックナンバーの表示および非表示は、実際のマガジンラックを開閉するときの動きに
似ている。そのため、ユーザにとって分かり易い操作方法である。
【００６０】
　図５は、図３に示す画面においてある定期購読雑誌のバックナンバーを上記の操作によ
り一覧表示させたときの画面２０を示す図である。バックナンバーを表示させるための入
力操作がなされると、選択されたマガジンラック以外のマガジンラックの表示がなくなり
、選択されたマガジンラックの表示が画面２０の上部に移動するとともに、その下側に各
バックナンバーのサムネイル画像１２’をグリッド状に整列してその雑誌のバックナンバ
ーを一覧表示する状態へと遷移する。本画面構成では、画面２０の最上段に選択したマガ
ジンラックおよび最新号の表紙のサムネイル画像１２が表示される。さらにその横に、書
籍の情報１５も表示されている。さらにその横には、バックナンバーを表示させるための
選択ボタン１６に代わって、閉ボタン１９が表示されている。閉ボタン１９は、バックナ
ンバーの一覧表示から、各定期購読書籍の最新号の一覧表示に戻るためのボタンである。
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なお、上述のように、マガジンラックに対するフリック操作またはドラッグ操作によって
も、最新号の一覧表示に戻ることができる。
【００６１】
　ユーザは一覧表示の中から目的のバックナンバーを選ぶことができる。これは、書棚の
マガジンラックを開けて、各バックナンバーを取り出してその中から読みたいバックナン
バーを選ぶ現実の動作に似ている。そのため、ユーザは、雑誌の総数が数百に及んだとし
ても、容易に目的の雑誌を選びだすことができる。バックナンバーの数が多い場合には、
スクロール表示することができる。
【００６２】
　次に、書棚オブジェクト１０またはその棚面１１を仮想三次元空間内で動かすことによ
って画面２０上での表示内容を変化させる方法について説明する。
【００６３】
　（書棚オブジェクト回転）
　表示画面内の仮想三次元空間内において、書棚オブジェクト１０を構成している直方体
（多角柱）の中心軸Ｘ（図１参照）を回転軸として回転させることによって、画面２０に
表示させる棚面１１を変更する方法について説明する。
【００６４】
　ユーザの入力操作によって、書棚オブジェクト１０を、画面２０内の仮想三次元空間内
において、中心軸Ｘを回転軸として回転させることができる。書棚オブジェクト１０を回
転させることによって、正面にくる棚面１１を変更することができ、画面２０に表示させ
る棚面１１を変更することができる。あるいは回転の途中の状態で止めることにより、複
数の棚面１１を同時に眺めることもできる。
【００６５】
　本実施の形態では、画面２０上に重畳して設けられたタッチパネル上で、回転軸と略直
交する方向（画面上横方向）にフリック操作を行うことによって、書棚オブジェクト１０
を回転させる構成となっている。具体的には、フリック操作によって、書棚オブジェクト
１０はフリック操作方向と同じ方向に回転して、隣接する棚面１１あるいはさらにその隣
の棚面１１が正面にきて画面２０に表示されるようになる。
【００６６】
　図６は、説明のために書棚オブジェクト１０の棚面１１を展開した図である。ただし上
面と底面の図示は省略している。破線枠で囲んだ領域１４が実際に画面２０に表示されて
いる部分である。図６（ａ）では回転前の表示領域を示しており、「未読・おすすめ」の
カテゴリに対応する棚面１１ａが正面にきて画面２０に表示されている状態である。この
状態で、棚面１１ａの隣面である「最近読んだ本」のカテゴリに対応する棚面１１ｂを表
示させたいときには、棚面１１ａからみて棚面１１ｂとは反対方向（図中矢印Ａの方向）
にフリック操作をする。これにより、棚面１１ａが画面上矢印Ａの方向に移動するように
書棚オブジェクト１０が回転して棚面１１ｂが正面にきて、棚面１１ｂにおける領域１４
が画面に表示されるようになる（図６（ｂ））。回転動作の際には縦方向の移動を伴わな
いため、画面２０に表示される領域１４は展開図の状態で領域１４’から相対的に真横に
シフトすることになる。
【００６７】
　なお、フリック操作によって隣接する棚面１１が表示されるか、さらにその隣の棚面１
１が表示されるかは、フリック操作の速度によって決定される。例えば、フリック操作の
速度が遅い場合には、隣接する棚面１１を表示させ（１面分回転）、フリック操作の速度
が速い場合には、さらにその隣の棚面１１、すなわち、回転させる前に表示されていた棚
面１１の反対側にある棚面１１を表示させる（２面分回転）。どの程度の速度によって、
いずれの棚面１１を表示させるかは、製造者が適宜決定すればよい。
【００６８】
　また、タッチパネル上で、回転軸と略直交する方向にドラッグ操作を行うことによって
、書棚オブジェクト１０を回転させることも可能である。具体的には、ドラッグ操作によ
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って、書棚オブジェクト１０はドラッグ方向と同じ方向に回転して、隣接する棚面１１が
正面にきて表示されるようになる。ドラッグ操作によって書棚オブジェクト１０を回転さ
せて、所望の棚面１１が略正面にきた状態のときに指をタッチパネルから放すことによっ
て、表示させる棚面１１を変更することができる。本実施の形態では、隣接する棚面１１
への回転の途中でドラッグ操作を終えた場合に、それまでの回転角度に応じて、さらに回
転を進めるか、または回転を戻すかを決定して、何れか一方の棚面１１を表示させるよう
にしている。タッチパネルから指を放すまでは、回転動作はドラッグ操作の指の動きに追
随する。したがって、ドラッグ操作によって書棚オブジェクト１０を少し回転させてその
まま指をタッチパネルに接触させておけば、隣接する棚面１１を途中まで表示させた状態
を保つことができる。
【００６９】
　表示させる棚面１１の変更としては他にも、いずれの棚面１１を表示させるかを直接指
定できる棚面選択ボタン１７の操作によって、表示させる棚面１１を変更することができ
る。棚面選択ボタン１７は、画面２０の上部にオブジェクトとして表示されており、タッ
チパネルによってボタン選択操作の入力を可能なものとしている。なおこの場合にも、画
面上では、選択した棚面１１が表示されるまで書棚オブジェクト１０が回転する状態が表
示される。このときの回転方向は、それまでのユーザの操作、回転角度、および製造者に
よる設定などによって決定することができる。棚面選択ボタン１７により表示させたい棚
面１１を選択した場合、指定した棚面１１になるまで書棚オブジェクト１０は自動で回転
する。そのため、フリック操作によって書棚オブジェクト１０を回転させて目的の棚面１
１を表示させるよりも、素早く目的の棚面１１に切り替えることができる。
【００７０】
　なお、本実施の形態では、定期購読の棚面１１においてある定期購読書籍のバックナン
バーが一覧表示されている状態で、書棚オブジェクト１０を回転させる入力操作がなされ
ると、書棚オブジェクト１０が回転しながら自動で最新号の一覧表示画面に戻る構成とし
ている。
【００７１】
　各棚面毎に、含まれる書籍のカテゴリが決まっており、書棚オブジェクトを回転させる
ことによって目的のカテゴリの棚面に移動できる。目的の書籍のカテゴリの棚面１１を表
示させ、その中から目的の書籍を選べばよいため、目的の書籍へアクセスしやすくなって
いる。
【００７２】
　（棚面縦スクロール）
　表示画面内の仮想三次元空間内において、書棚オブジェクト１０の特定の棚面１１を縦
方向に移動させることによって、表示棚面における表示領域を変更する方法について説明
する。
【００７３】
　書棚オブジェクト１０の縦方向における各棚面１１の長さは、コンテンツ表示装置の画
面２０上に一度に表示できる長さを超えている。そのため、画面２０に表示されている棚
面１１に関し、実際に表示されている領域は、図１に示すように、棚面１１の一部のみで
ある。図１に示す場合では、破線枠で囲まれた領域１４が実際に画面２０に表示される部
分であるため、同じ棚面１１のそれ以外の部分は、画面２０には表示されていない。した
がって、コンテンツ表示装置では、画面２０に表示されている棚面１１を縦方向に移動さ
せることによって、画面２０に表示させる領域１４の位置を変更して、それまで表示され
ていなかった領域を画面２０に表示させる構成としている。棚面１１の縦方向における移
動処理は、ユーザの入力操作によって実行できる。
【００７４】
　本実施の形態では、タッチパネル上で、移動させたい方向にスクロール操作を行うこと
によって、棚面１１をスクロール操作方向と同じ方向に移動させて、それまで表示されて
いなかった領域を表示させる構成である。スクロール操作としては、縦方向へのフリック
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操作およびドラッグ操作が挙げられる。フリック操作を行った場合には、フリック操作の
速度に応じて、棚面１１の移動距離を決定し、その決定に基づいて棚面１１が移動する。
どの程度の速度によって、どの程度棚面を移動させるかは、製造者が適宜決定すればよい
。ドラッグ操作を行った場合には、ドラッグ操作に追随して棚面が移動し、タッチパネル
から指を放した段階で棚面の移動が終了する。
【００７５】
　図７は、説明のために書棚オブジェクト１０の棚面１１を展開した図である。破線で囲
んだ領域１４が実際に画面２０に表示されている領域である。図７（ａ）はスクロール操
作の前の状態であり、棚面１１ａの最上部が表示されている状態である。棚面１１ａのよ
り下部を表示させたいときには、棚面１１ａに対して上方向（図中矢印Ｂの方向）へのス
クロール操作を行う。これにより、棚面１１ａが上方向に移動し、その結果、画面２０に
表示される領域１４が、移動前に表示されていた領域１４’に比べ相対的に下部に移動す
る（図７（ｂ））。
【００７６】
　なお、棚面１１の縦方向への移動は各棚面１１の間で独立に制御されている。すなわち
、スクロール操作によって縦方向へ移動する棚面１１は、操作時に正面にあって画面２０
に表示されている棚面１１のみである。例えば、図７（ａ）に示すように、棚面１１ａ～
１１ｄをそれぞれ表示させたときに各棚面１１ａ～１１ｄの最上部が表示されるような状
態において、棚面１１ａに対してスクロール操作を行って棚面１１ａを上方向に移動させ
、棚面１１ａにおける表示領域がより下部に移動したとする。このとき上方向に移動して
いる棚面１１は、図７（ｂ）に示すように、棚面１１ａのみであり、他の棚面１１ｂ～１
１ｄについては縦方向への変化は生じていない。そのため、この状態において、書棚オブ
ジェクト１０に対して回転操作を行って別の棚面１１ｂ～１１ｄを表示させた場合でも、
棚面１１ｂ～１１ｄでは、依然として棚面１１ｂ～１１ｄの最上部が表示されるようにな
っている。したがって、棚面１１ａを縦方向にスクロール移動させても、他の棚面１１ｂ
～１１ｄにおいては、前回その棚面を見たときの状態が保たれている。
【００７７】
　例えば、「最近読んだ本」のカテゴリに対応する棚面１１ｂに配置されたサムネイル画
像１２の数が少なく棚面１１ｂの上部にしか配置されていない場合において、棚面１１ｂ
の最上部を表示させた状態で、書棚オブジェクト１０を回転させて「未読・おすすめ」の
棚面１１ａに移動し、次いで、スクロール操作によって棚面１１ａの最下部を表示させた
とする。このときに、再び書棚オブジェクト１０を回転させて棚面１１ｂを表示させたと
きに、棚面１１ｂについても最下部が表示されてしまうと、サムネイル画像１２が何もな
い棚面１１ｂの表示になってしまう。そのため、ユーザには書籍がなくなったように見え
てしまい好ましくない。また、ユーザは再度スクロール操作を行って棚面１１ｂの最上部
を表示させる必要があるため、ユーザにとって不便である。しかしながら、本コンテンツ
表示装置では、再び書棚オブジェクト１０を回転させて棚面１１ｃに戻ったときに、先ほ
どまで見ていた棚面１１ｃの状態、すなわち、棚面１１ｃの最上部が表示される。そのた
め、ユーザは、棚面１１ｃを再表示させたときに、新たな操作が不要となる。このとき、
棚面１１ａの縦方向の位置は、スクロール移動後の位置に保たれている。
【００７８】
　以上のような画面表示および画面に表示されている書棚オブジェクトおよび棚面を操作
する動作は、本屋などに置かれている回転式書棚における動作を連想させるものである。
そのため、本発明に係るコンテンツ表示装置に初めて接する人や、機器の操作に不慣れな
人であっても、コンテンツ表示装置の操作方法を容易に理解することができる。すなわち
、ユーザにとって操作し易いユーザインターフェイスを有しているということができる。
【００７９】
　なお、本屋などに置かれている回転式書棚と異なり、例えば棚面の下の方を見たいとき
に、眺めている棚面そのものを、その棚面のみ上方向に動かすことができる。さらに、こ
の状態で書棚オブジェクトを回転させることができる。したがって、ある棚面の異なる高
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さ位置を見た後、書棚オブジェクトを回転させたときに、もとの高さ位置に視点を戻すと
いった作業無しに、他の棚面においてはもとの高さ位置を見ることができる。
【００８０】
　（透明化処理）
　コンテンツ表示装置では、書棚オブジェクト１０の回転および棚面１１のスクロール移
動を画面２０に表示する際に、棚面１１およびサムネイル画像１２の一部を半透明にする
処理を行っている。以下、図８および図９を参照して説明する。
【００８１】
　図８は、書棚オブジェクト１０の回転を表示させる際の半透明化について説明する図で
ある。説明の便宜上、サムネイル画像１２は１個のみを示している。図８（ａ）は、回転
処理前の表示状態を示しており、ここでは、表示されている棚面１１ａおよび棚面１１ａ
上にあるサムネイル画像１２ａの不透明度は１００％となっている。そのため、隣接する
棚面１１ｂおよび棚面１１ｄならびにこれらに貼り付けられているサムネイル画像は画面
２０には表示されない。
【００８２】
　図８（ｂ）は、標準モードにおいて、画面２０に表示される棚面１１を棚面１１ａから
棚面１１ｂに変更させる入力操作がなされ、書棚オブジェクト１０が回転している途中の
状態を示す図である。図８（ｂ）では、回転が４５度以上進み、回転処理前に表示されて
いた棚面１１ａの画面２０上での表示面積よりも、次に表示される棚面１１ｂの画面２０
上での表示面積の方が大きくなっている場合を示している。このときには、それまで表示
していた棚面１１ａおよび棚面１１ａ上にあるサムネイル画像１２ａを半透明表示とする
。その一方で、次に表示される棚面１１ｂおよび棚面１１ｂ上にあるサムネイル画像１２
ｂの不透明度は下げずに表示させているが、これに限定されるものではない。次に表示さ
れる棚面１１ｂおよび棚面１１ｂ上にあるサムネイル画像１２ｂもまた、半透明表示とし
てもよい。なお、この場合には、棚面１１ａではない方の棚面１１ｂの隣接面（棚面１１
ｃ）を非表示とする。回転中に表示される２つの面がいずれも半透明の場合、それぞれの
不透明度の割合（％）を足し合わせた値が１００となることが好ましい。
【００８３】
　なお、図示はしていないが、回転が４５度未満であり、回転処理前に表示されていた棚
面１１ａの画面２０上での表示面積の方が、次に表示される棚面１１ｂの画面２０上での
表示面積よりも大きい状態のときは、それまで表示していた棚面１１ａおよび棚面１１ａ
上にあるサムネイル画像１２ａの不透明度はそのままで、次に表示される棚面１１ｂおよ
び棚面１１ｂ上にあるサムネイル画像１２ｂを半透明表示としている。なお、回転が４５
度未満の場合にも、それまで表示していた棚面１１ａおよび棚面１１ａ上にあるサムネイ
ル画像１２ａを半透明表示にしてもよい。
【００８４】
　図８（ｃ）は、アクティブモードにおいて、画面２０に表示される棚面１１を棚面１１
ａから棚面１１ｂに変更させる入力操作がなされ、書棚オブジェクト１０が回転している
途中の状態を示す図である。図８（ｃ）では、回転が４５度以上進み、回転処理前に表示
されていた棚面１１ａの画面２０上での表示面積よりも、次に表示される棚面１１ｂの画
面２０上での表示面積の方が大きくなっている場合を示している。
【００８５】
　棚面１１ａが正面にある場合、アクティブモードでは、棚面１１ａも半透明表示となっ
ているため、これに隣接する棚面１１ｄおよび棚面１１ｄ上にあるサムネイル画像１２ｄ
も表示されている。棚面１１ｄとは反対側で棚面１１ａと隣接している棚面１１ｂを表示
させるように回転させたとき、回転角度が４５度未満のときは、依然として棚面１１ｄお
よびサムネイル画像１２ｄも表示されている。しかし、回転角度が４５度以上になったと
きには、棚面１１ｄおよび棚面１１ｄは非表示とする。その一方で、次に表示される棚面
１１ｂのさらにその隣の棚面１１ｃおよび棚面１１ｃを半透明表示で画面２０に表示させ
る（図８（ｃ））。
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【００８６】
　なお、アクティブモードでは、回転中は３つの棚面１１がいずれも半透明表示で画面２
０に表示されるが、３つの棚面１１のうち画面２０における表示面積が最も大きい棚面、
すなわち、回転角度が４５度未満のときは、それまで正面にあった棚面１１ａ、回転角度
が４５度のときは、それまで正面にあった棚面１１ａおよび次に正面にくる棚面１１ｂ、
ならびに回転角度が４５度より大きいときは、次に正面にくる棚面１１ｂの不透明度が最
も大きくなっている。
【００８７】
　図９は、棚面１１のスクロール移動を表示させる際の半透明化について説明する図であ
る。コンテンツ表示装置では、棚面１１のスクロール移動を表示する際に、画面２０上に
表示されなくなるサムネイル画像１２を半透明にして表示している。また、その不透明度
の度合いは、表示されなくなるサムネイル画像１２の表示されている部分の割合に応じて
変化させている。ここでは、表示されている部分が少なくなるにつれ、不透明度を小さく
（透明度を大きく）している。
【００８８】
　図９（ａ）はスクロール移動させる前の画面２０上での表示を示している。なお、図９
では説明の便宜上、サムネイル画像１２以外の表示を省略して図示している。このときに
、より上側にあるサムネイル画像１２を表示させるために、画面下方向へのフリック操作
など、棚面１１を画面下方向にスクロール移動させる入力操作をおこなったとする。する
と、操作前に画面２０の最下部に表示されていたサムネイル画像１２ｆの一部が画面２０
に表示されない状態となる。そのため、サムネイル画像１２ｆは半透明に表示される。こ
のときに、図９（ｂ）に示すように表示されなくなった部分がサムネイル画像１２ｆの全
面積の２０％程度であるときに、サムネイル画像１２ｆの不透明度を例えば５０％（透明
度５０％）とすることができる。このとき、不透明度が低下していないサムネイル画像１
２としては、サムネイル画像１２ｆよりも棚１３一段分上にあるサムネイル画像１２ｅが
最下段となる。さらに、図９（ｃ）に示すように表示されなくなった部分がサムネイル画
像１２ｆの全面積の５０％程度であるときに、サムネイル画像１２ｆの不透明度を例えば
２０％（透明度８０％）とすることができる。さらに、図９（ｄ）に示すように表示され
なくなった部分がサムネイル画像１２ｆの全面積の８０％程度であるときに、サムネイル
画像１２ｆを例えば完全に透明にして非表示にすることができる。
【００８９】
　本実施の形態では、画面下方向へのスクロール移動によって、画面２０の下側から画面
外に消えていくサムネイル画像１２について説明しているが、このときに、画面２０の上
側から画面内に現れてくるサムネイル画像１２についても同様の処理がなされている。す
なわち、サムネイル画像１２が上側から画面２０内に現れてくる際に、画面２０内に表示
されている部分と、画面２０外にあって表示されていない部分との比率に応じて、その不
透明度を変化させている。
【００９０】
　棚面を一部半透明にしたり、その半透明の度合いを変化させたりすることにより、ユー
ザは３次元オブジェクトを操作している実感が得られる。また、隣接する棚面１１が表示
されることにより、隣接する棚面１１がどのようなカテゴリによる棚面か、あるいはその
棚面１１にどのような書籍（サムネイル画像）が置かれているかを知ることができ、目的
の書籍をより容易に探し出すことができる。
【００９１】
　このほかにも、定期購読の棚面１１で各最新号を表示している画面表示からバックナン
バーの一覧表示に遷移する際のマガジンラックの上下スクロールにおいても透明度（不透
明度）を変化させてもよい。また、後述するピンチイン操作、ピンチアウト操作による拡
大－縮小変更時に透明度（不透明度）を変化させてもよい。
【００９２】
　（拡大、縮小表示）
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　正面にある棚面１１を画面２０に表示している状態において、一画面上に表示させるサ
ムネイル画像１２の数は、変更可能に構成されている。図１０は、画面２０に表示させる
サムネイル画像の表示パターンの例を示す図である。図１０（ａ）は２０枚のサムネイル
画像１２を表示している状態を示しており、図１０（ｂ）は２８枚のサムネイル画像１２
を表示している状態を示している。各サムネイル画像１２が大きくなるように表示させれ
ば、各サムネイル画像が見やすくなるものの、一度に画面２０に表示できるサムネイル画
像１２の数（一度に表示できる棚１３の数と相関がある）は減少する。一方、サムネイル
画像１２が小さくなるように表示させることにより、一度に多くのサムネイル画像１２を
表示することが可能となる。
【００９３】
　画面２０に表示させるサムネイル画像１２の数の変更は、ユーザの入力操作によって行
うことができる。具体的には、タッチパネル上でピンチアウト操作を行うことによって、
棚面１１を拡大表示させ、各サムネイル画像１２を大きく表示させる。一方、タッチパネ
ル上でピンチイン操作を行うことによって、棚面１１を縮小表示させ、各サムネイル画像
１２を小さく表示させる。ここでピンチアウト操作とは、ユーザの２本の指などを同時に
操作面上に接触させて、そのままその２本の指を開く動作を行う操作である。また、ピン
チイン操作とは、ユーザの２本の指などを同時に操作面上に接触させて、そのままその２
本の指を閉じる動作を行う操作である。
【００９４】
　図１１は、標準モード時に、棚面選択ボタン１７をタップして書棚オブジェクト１０を
回転表示させる場合の、画面表示の流れを示す図である。説明の便宜上、サムネイル画像
１２は１つの棚面１１においてのみ図示している。
【００９５】
　図１１に示すように、標準モードにおける表示状態（標準表示）において、棚面選択ボ
タン１７をタップして書棚オブジェクト１０を回転させたときに、リアルタイムで表示を
縮小して、書棚オブジェクト１０をより広範囲で表示して、書棚オブジェクト１０が仮想
３次元空間にある直方体のオブジェクトであることが認識できる表示に切り替わり、その
状態で回転し、回転完了後、表示を拡大して標準表示に戻るという組み合わせでアニメー
ションを表示させることも可能である。
【００９６】
　（コンテンツ表示装置の構成）
　次に、上記のような表示を実現するコンテンツ表示装置の構成および機能について、図
１２を参照して説明する。図１２は、本発明の一実施形態に係るコンテンツ表示装置１の
要部構成を示すブロック図である。
【００９７】
　図１２に示すように、コンテンツ表示装置１は、入力処理部１０１、ネットワーク処理
部１０２、起動処理部１０３、書籍データ管理部１０４、表示情報管理部１０５、回転処
理部（回転処理手段）１０６、スクロール処理部（スクロール移動処理手段）１０７、書
籍一覧表示処理部（表示処理手段）１０８、書籍内容表示処理部１０９、出力処理部（表
示処理手段）１１０、入力操作部（入力部）１１１、表示部（画面）１１２、および通信
部１１３を備えている。
【００９８】
　入力処理部１０１は、入力操作部１１１が検知した入力操作情報を取得し、その情報に
基づき、回転処理部１０６、スクロール処理部１０７に対して処理の実行を命じる。ある
いは書籍内容表示処理部１０９に対して処理の実行を命じる。
【００９９】
　ネットワーク処理部１０２は、通信部１１３を介してネットワーク上のサーバからコン
テンツデータである書籍データを取得する。書籍データには、書籍画像、書籍情報、書籍
内容がある。本実施形態においては、これらをコンテンツ表示装置１内に保存しているが
、これに限定されず、逐次、サーバから取得する（クラウド）構成であってもよい。
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【０１００】
　書籍データ管理部１０４は、ネットワーク処理部１０２によって取得された書籍データ
を記憶装置に記憶させるとともに、取得した書籍データを管理する。また、書籍一覧表示
処理部１０８および書籍内容表示処理部１０９の求めに応じて書籍データを送信する。
【０１０１】
　起動処理部１０３は、コンテンツ表示装置１に対して起動操作がなされたときに、表示
部１１２に画像を表示させるために、表示情報管理部１０５に処理の実行を命じる。
【０１０２】
　表示情報管理部１０５は、表示部１１２に表示させる画像を管理しており、起動処理が
なされたときに、書籍一覧表示処理部１０８に対して、表示画像を生成するよう命じる。
また、回転やスクロールした際に、回転により変更した正面の棚の位置情報、スクロール
により変更したスクロール位置情報、拡大・縮小した値、書籍内容を表示した際の書籍情
報、表示した書籍のページ情報、定期購読棚を表示した際の、各最新号の一覧表示である
かバックナンバー一覧表示であるかの情報をメモリなどの記憶装置に格納する。
【０１０３】
　回転処理部１０６は、表示部１１２に表示された書棚オブジェクト１０を回転させるた
めの入力操作を入力操作部１１１が検知して、その操作情報を入力処理部１０１が受け付
けたときに、その操作情報に基づき、表示部１１２に表示すべきアニメーションおよび画
像の処理をおこなう。
【０１０４】
　同様にスクロール処理部１０７は、表示部１１２に表示された棚面１１をスクロール移
動させるための入力操作を入力操作部１１１が検知して、その操作情報を入力処理部１０
１が受け付けたときに、その操作情報に基づき、表示部１１２に表示すべきアニメーショ
ンおよび画像の処理をおこなう。
【０１０５】
　書籍一覧表示処理部１０８は、書籍データ管理部１０４から表示すべき書籍データを取
得し、表示情報管理部１０５から表示すべき画像を取得するとともに、回転処理部１０６
またはスクロール処理部１０７によって処理された情報を取得し、書籍一覧を表示部１１
２に表示させる際の画像およびアニメーションを生成し、出力処理部１１０に送信する。
【０１０６】
　書籍内容表示処理部１０９は、入力操作部１１１を介してユーザが選択した書籍の情報
を入力処理部１０１から受け付け、その情報に基づき、選択された書籍データを書籍デー
タ管理部１０４から取得して、その書籍の内容を含むデータを出力処理部１１０に送信す
る。書籍のサムネイル画像１２がタップされ、その入力操作を入力処理部１０１が受け付
けると、その操作情報が書籍内容表示処理部１０９に送信され、その書籍の内容（文章）
を表示する処理を行う。また、ロングタップ（長押し）の入力操作を入力処理部１０１が
受け付け、その操作情報が書籍内容表示処理部１０９に送信されると、その書籍の書籍名
、出版社、著者、書籍の解説、出版年月などの書籍情報を表示する処理を行う。
【０１０７】
　出力処理部１１０は、書籍一覧表示処理部１０８または書籍内容表示処理部１０９にお
いて生成され、送信された表示内容を受信し、表示用データに変換して、表示部１１２に
表示させる。
【０１０８】
　上記各処理部は、その役割の範囲において、起動時には、メモリ上に格納されている、
棚面１１の種別、書籍のサムネイル画像１２、書籍の情報などの書籍データ、および前回
表示されていた棚面１１の種別、そのスクロール位置などの表示情報を取得する。また、
起動時のほか、操作処理時には、表示情報、書籍データから一覧表示する書籍のサムネイ
ル画像１２を取得し、仮想３次元表示で用いるテクスチャデータに変換する。表示情報か
ら仮想３次元表示するための視点などのパラメータを算出する。３次元処理により、書籍
データを３次元演算し、表示処理で表示を行う。一方、書籍閲覧時には、書籍データの書
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籍内容を習得し、２次元表示を行う。さらに、書籍購入時には、ネットワークから書籍デ
ータを購入し、書籍データ管理部にて管理する。購入した書籍のサムネイル画像１２を表
示すべき場合には、書籍一覧表示処理部により仮想３次元表示させる。
【０１０９】
　なお、コンテンツ表示装置１の画面２０上における上記した表示内容を理解した当業者
であれば、オープンＧＬ（Open Graphics Library）などの公知の技術を適用することに
より、書棚オブジェクト１０および各棚面１１の表示、書棚オブジェクト１０の回転およ
びその表示、ならびに棚面１１のスクロール移動およびその表示などを実現できる。その
ため、これらの表示を実現するための各処理部および各管理部における具体的なデータの
処理方法および管理方法はについては、その説明を省略する。
【０１１０】
　入力操作部１１１としては、タッチパネルを用いている。
【０１１１】
　表示部１１２は、液晶パネルなどを備えた表示装置によって構成することができる。
【０１１２】
　上記した各処理部および各管理部は、例えば、コンピュータ（電子計算機）を用いて実
現することができる。図１３は、コンピュータを用いて実現されたコンテンツ表示装置１
のハードウェア構成を例示したブロック図である。
【０１１３】
　コンテンツ表示装置１は、図１３に示したように、バス２７０を介して互いに接続され
た中央演算処理装置（ＣＰＵ）２１０と、内部記憶装置（メモリ）２２０と、ディスプレ
イ２３０と、入力デバイス２４０とを備えており、さらに入出力インターフェイスを介し
て外部記憶装置（外部メモリ）２５０と接続でき、さらに、ネットワーク通信装置を介し
てインターネットなどの外部ネットワーク２６０と接続できる。
【０１１４】
　メモリ２２０には、コンピュータを各処理部および各管理部として動作させるための各
種プログラム、および取得した電子書籍データが格納されている。
【０１１５】
　入力デバイス２４０は、ユーザによる入力操作を受け付けるための手段であり、例えば
、トラックボール、およびディスプレイ上に設けられたタッチパネルである。
【０１１６】
　書籍データは、外部メモリ２５０および通信ネットワーク２６０を介して取得すること
ができる。
【０１１７】
　上述のように、本実施形態では、コンテンツ表示装置は、電子書籍を閲覧するための電
子書籍端末を意図している。しかしながら、コンテンツ表示装置は、これに限定されるも
のではなく、携帯電話、スマートフォン、電子辞書などの携帯端末、モニタを備えている
パーソナルコンピュータなどの端末装置であってもよい。
【０１１８】
　本発明の目的は、上記プログラムのプログラムコードをコンピュータで読み取り可能に
記録した記録媒体をコンテンツ表示装置１に供給し、コンテンツ表示装置１がその記録媒
体に記録されているプログラムコードを読み出し実行することによっても達成可能である
。
【０１１９】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）／フラッシュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【０１２０】
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　また、ネットワーク通信装置と接続される通信ネットワーク２６０を介して、上記プロ
グラムコードをコンテンツ表示装置１に供給するようにしてもよい。この通信ネットワー
クとしては、とくに限定されず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラ
ネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private ne
twork）、電話回線網、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネッ
トワークを構成する伝送媒体としては、とくに限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、
ＵＳＢ、電力線搬送、ケーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡ
やリモコンのような赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤ
Ｒ、携帯電話網、衛星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発
明は、上記プログラムコードが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコン
ピュータデータ信号の形態でも実現され得る。
【０１２１】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１２２】
　本発明は、複数のコンテンツのサムネイル画像およびアイコンなどを画面上に表示させ
る端末に利用することができ、特に、携帯型電子書籍端末に好適に利用することができる
。
【符号の説明】
【０１２３】
　１　　　コンテンツ表示装置
　１０　　書棚オブジェクト（３次元オブジェクト）
　１１、１１ａ～１１ｄ　棚面（側面）
　１２、１２’、１２ａ～１２ｃ、１１ｅ、１１ｆ　　サムネイル画像（画像）
　１３　　棚
　１４　　領域
　１７　　　棚面選択ボタン
　１８　　操作入力ボタン
　１９　　閉ボタン
　２０　　画面
　２１　　ステータス表示
　１０１　　入力処理部
　１０２　　ネットワーク処理部
　１０３　　起動処理部
　１０４　　書籍データ管理部
　１０５　　表示情報管理部
　１０６　　回転処理部（回転処理手段）
　１０７　　スクロール処理部（スクロール移動処理手段）
　１０８　　書籍一覧表示処理部（表示処理手段）
　１０９　　書籍内容表示処理部
　１１０　　出力処理部（表示処理手段）
　１１１　　入力操作部（入力部）
　１１２　　表示部（画面）
　１１３　　通信部
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